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            より              　 　            と すると
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  …   …  

     

 
 
 

 最小  
 
 

             　 　 　 　                         　 　          

　 　 　 　 よって       のと き最小値 
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               目の和が と なるのは  目が                                    の  通り あるから      　 　 　 　 　 　

　 　 　       
 
 

 
 

  
 

 
  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　     　

　    　      が  点と なるのは  赤色のカード を引いて目の和が    または  白色のカード を引いて目の積が    。

　 　 　 　 目の積が と なるのは  目が                  の 通り ある。 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
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           も  も 同色で   が  点で勝つのは 

　   　  ⅰ   も  も 赤色のカード を引いて   が 点    が 点以下。

　 　    ⅱ   も  も 白色のカード を引いて   が 点    が 点以下。                    　 　 　 　            

 　 　  　  ⅰ のと き   目の和が  点以下と なるのは  目が                                                      の  通り 。 　

    　 　 　 　 　 よって確率は   
 
 

 
 

  
 

 
 

 
 
  

 
 

   
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　   　  ⅱ のと き   目の積が  点以下と なるのは  目が                                                                       の  通り 。  

                        よって確率は    
 
 

 
 

  
 

 
 

 
 
  

 
 

    
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　  ⅰ    ⅱ  は互いに排反なので       
 

   
 

 
    

 
 

   
 　 　          　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　

問  

          が 点で勝つ事象を  ，    も  も 同色のカード を引く 事象を  と すると ，  

        求める確率は       
      

    
 。

　  　   が  点で勝つのは  

　 　    ア   が赤色のカード を引いて  点，   が赤色のカード を引いて  点以下。

　   　  イ    が赤色のカード を引いて  点，   が白色のカード を引いて  点以下。

　   　  ウ    が白色のカード を引いて  点，   が赤色のカード を引いて  点以下。

　   　  エ   が白色のカード を引いて  点，   が白色のカード を引いて  点以下。     　           

　 　 それぞれの確率を求めると   

　 　 　  ア は     
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      関係式の別解 

　 　 　 問 よ り            だから                     
       　                

　 　 　 　 　 　             ･                                                    

　 　 　 　 両辺を       で割る と    
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　　　点 は直線  上にもあるので    
    

     　　        　　　　 　　 

　　　よって      
     

                        　　　　　　  　　                          

                                                                                                                

　　＜別解＞

　　　 は直線  上にあるので  実数   に対して

    　　                     と表される。         　　　　　　　　　　　　　　

　　　 は直線  上にもあるので、実数   に対して

　　　　        と表される。
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            点   は辺  を   に内分する点となり   点       は同一直線上にあるから  点 と点 は一致する。
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           問１   より，          なので  
　　   線分  は三角形   の外接円の直径となる。                               

           よって  辺    の中点を   とすると   は三角形    の外接円の中心となる。           

　　   問 より      
    なので   は  の中点。
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　　　よって    の長さが最大となるのは    の長さが最大となるとき。

　　　このとき  点 は三角形   の外接円周上で  線分  の点 を超えた延長上にある。  
　　　ここで      ＝    かつ 問     より
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　                         　    は積分定数 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　

　            
 
 

 よ り ， 接点の   座標を    と おく と    接点は                                                                     

　 　      接線の方程式は，          
 
                                                            

　 　      こ れが  原点を通る と き ，            　                                        

　 　      よ って， 接線   の方程式は     
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　 　        軸まわり に 回転さ せてでき る 立体の体積を  と する と ，
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